
本校における新型コロナウイルス感染防止対策 

 

１ 毎朝、検温等を記した「検温カード」を提出する。 

 ○ 児童→学級担任へ  ○ 教職員→校長へ 

 ※ 教室へ入る前に手を洗い、「検温カード」を提出する。 

検温忘れは、教室に入る前に保健室前ろう下で検温する。 

 

２ 三密を避ける。 

 ○ 教室では、机をできるだけ離す。 

 

○ 集会時も児童間を２ｍ空ける。 

  

○ 教室では、冷房中も一部窓を開ける。 

 

 

○ 給食中は、全児童前を向き、黙食をする。 

  

 

 ○ 給食当番も距離をとるように、床に貼ってある 

  赤いテープを目印にして並ぶ。 

 

 

 

３ 児童も教職員も全員原則マスクを着用する。 

 

○ 正しいマスク着用についての掲示 

 

 



４ 児童が学校で発熱した場合には、家庭科室で休養させる。 

 

 ○ 保健室は、けがや他の病気で来室する児童が多くいるので、できるだけ 

  接触をさせるための処置。発熱した児童は、すぐに保護者に迎えに来てもらう。 

 

５ 手指消毒用のアルコールを校内に設置。 

 

 ○ 玄関 

 

 ○ 特別教室前  

  ※児童は、理科室、図書室等の特別教室に入室 

   する際に必ず消毒する。 

 

６ 来校者用の自動検温器を玄関に設置。 

 

 

 

 

 

７ 毎日、全職員で分担をして、よく触れる 

ドア・電気のスイッチ等を消毒する。 

 

 

 

 

８ 新型コロナウイルス感染防止対策における  

児童への注意喚起の掲示 

 

○ 全教室及び特別教室に掲示 


